
　 一般的に甲殻類と 呼ばれている 節足動物門甲殻綱（ または甲殻

上綱） に属する 生物種は非常に多岐にわたっ ており 、 分類群や種

も 多く 、 島根県内における 甲殻類の全体像については未解明の部

分が多い。 その中でも 十脚目と いわれるエビ ・ カ ニ・ ヤド カ リ の

仲間については、 近年の情報が蓄積さ れつつある 分類群である。

こ のよ う な現状の中で、 今回のし まねレ ッ ド データ ブッ ク 掲載種

の改訂にあたっ ては、 前回2 0 1 4 動物編に掲載さ れた十脚目と 等

脚目の2 つの分類群に限定し て検討を 行っ た。

十脚目について

　 島根県における 十脚目ついては、 近年、 県東部を 中心に潮間帯

や沿岸域、 汽水域およびその周辺陸上域、 淡水域に生息する種類

について、 分布や生息確認など の報告がある 。 エ ビ 類について

は、 河川や湖沼に生息する 淡水性・ 汽水性の小型エビ 類の情報が

主で ある 。 県内の分布や生息状況については、 淡水エ ビ 類の研

究者でも ある 元島根大学教授の故上田常一博士（ 1 9 0 3 ～1 9 8 1

年） の報告や標本があり 、 1 9 4 0 ～1 9 6 0 年代の記録が残さ れて

いる 。 その後し ばら く は正確な記録がほと んどない状況であっ た

が、 2 0 0 8 年頃から 県東部を 中心に調査が進み、 近年の分布と 生

息状況が少し ずつ解明さ れている 。 カ ニ類およ びヤド カ リ 類につ

いては、 2 0 1 0 年代から 汽水域や沿岸域で県内初記録の種も 増え

るなど、 新たな知見が蓄積さ れ、 基礎的資料も 整理さ れている 。 　

　 こ れら 十脚目のう ち、 前回の掲載種と 新たに報告さ れた淡水・

汽水性のエビ・ カ ニ類を 選定し た。 ヤド カ リ 類については、 中海

などの汽水域に生息する 種も いる が、 海産種が中心なため対象外

と し た。 カ テゴリ ーの評価にあたっ ては、 生息状況が地域によ っ

て情報の偏り がある ため、 県内全域において可能な限り 現地調査

や聞き 取り 調査を 実施し 、 現状を 把握する こ と に努めた。

　 ハマガニは、 新産地が県西部で確認さ れたも のの生息数はわず

かである 。 また、県東部の一部や隠岐諸島での既産地においては、

近年の生息情報が途絶えており 、 絶滅のおそれが高い状況にある

ため、 絶滅危惧Ⅰ類から 変更はし なかっ た。 ミ ナミ ヌ マエビ は、

近年の遺伝子分析調査によ り 類似種である 外来のシナヌ マエビ が

県内全域に広く 定着し ており 、 本種の生息地は限ら れている こ と

が明ら かと なっ た。 また、 県内には４ 系統が確認さ れており 、 過

去の分布域外でも 確認さ れている こ と から 、 他地域から の集団も

移入し ていた可能性がある 。 こ のため， 外来系統の侵入による 生

息場所の競合や交雑によ る 遺伝子撹乱のリ スク が大き く なっ てい

る こ と から ， 前回の準絶滅危惧から 絶滅危惧Ⅱ類へラ ン ク を 上げ

る こ と と し た。 ヒ ラ テテナガエビ 、 ヤマト ヌ マエビ 、 ヒ メ ヌ マエ

ビ は、 県内全域で新産地が確認さ れる など生息情報が増えてはい

る が、 河川改修や堰堤の建設などによ る生息条件の悪化が懸念さ

れるため、 準絶滅危惧から 変更はし なかっ た。 また、 ベンケイ ガ

ニ、 マメ コ ブシガニは、 近年の生息情報が少ないも のの前回と 生

息状況は変化がないため、 準絶滅危惧から 変更はし なかっ た。 フ

タ バカ ク ガニは、 県東部と 隠岐諸島で確認さ れている が、 評価に

いたる 新たな生息情報が得ら れなかっ たため、 情報不足から 変更

はし なかっ た。

　 今回、 新たに選定し た種は3 種で、 キタ ノ スジエビ と カ ワスナ

ガニを 絶滅危惧Ⅱ類、 アリ アケモド キを準絶滅危惧と し た。 キタ

概説 甲殻類

ノ スジエビ は、 2 0 1 9 年に新種記載さ れた種で県内にも 生息する

こ と が明ら かと なっ た。 現在のと こ ろ 本種の生息地は県東部の一

河川のみで生息数も 減少傾向である 。 カ ワスナガニは、 2 0 1 3 年

に日本海側地域において初めて確認さ れた全国的に希少なカ ニ類

で、 県内の生息地は少ない上に生息範囲が狭く 生息数も 不安定な

状況である 。 アリ アケモド キは、 2 0 1 4 年に県内で初めて確認さ

れた汽水性のカ ニ類で、県内での生息地は県東部に限ら れている。

　 前回掲載さ れたミ ナミ テナガエビ， ト ゲナシヌ マエビ ， タ イ ワ

ン ヒ ラ イ ソ モド キの3 種は、 県内での生息情報が増えており 生息

数も 安定し ているこ と から 、 リ スト 外と し た。 特にミ ナミ テナガ

エビ は県内全域の日本海側の流入河川で優占種と なっ ている 。 近

年、 こ れら 3 種と 準絶滅危惧に選定し たヒ ラ テテナガエビ 、 ヤマ

ト ヌ マエビ 、 ヒ メ ヌ マエビは、 日本海側地域での分布が北上傾向

で、 水温上昇による 影響も 示唆さ れている ため、 今後も 県内での

動向に注視し たい。

　 汽水域から 淡水域に生息する 身近な甲殻類については、 人間の

生活に密着し ている こ と も 多く 、 その生息環境は人間活動の影響

を 強く 受けやすい。 現在は、 洪水対策など防災面での河川改修も

増えており 、 生息環境の改変に対する 配慮も 重要である。 ま た、

シナヌ マエビ やチュ ウゴク スジエビと いっ た外来種の定着も 確認

さ れており 、 地域固有の種を 守る ためには在来種の正確な生息情

報が必要不可欠である 。 県内での情報は蓄積さ れつつある が、 県

中西部や隠岐諸島では未だ不十分な地域がある 。 よ っ て、 今後も

県内全域での普及啓発と 継続し た情報収集を行い、 保護を 要する

種については専門家の指導にそっ た適切な対策を と るこ と が必要

である 。

（ 辻井要介・ 桑原友春）

等脚目について

　 等脚目はダン ゴ ムシ やワラ ジ ムシ と いっ た身近な陸生種のほ

か、 フ ナムシやミ ズムシ、 コ ツ ブ ムシなど 水生（ 海棲を 含む）・

半水生種を 含む。今回の改定では、掲載種がすべて情報不足と なっ

た。 いずれも 2 0 1 4 動物編の掲載種である 。 等脚目の島根県全体

の状況を 把握でき る 情報が少ないが、陸生等脚目については唐沢・

川野（ 2 0 1 4 ） によ っ て整理さ れている。 こ れによ る と 、 2 0 1 4

動物編に掲載さ れたニホンハマワラ ジムシと ニッ ポンヒ イ ロ ワラ

ジムシについては、 近似する 別種と 混同し た記録に基づいて判定

さ れていたこ と が判明し た。 そのため、 今回、 改めて判定を 行っ

た。 ニシカ ワハヤシワラ ジムシ、 シロ コ シビロ ダン ゴムシについ

ては追加の情報が無い状況である 。 水生種については、 シン ジコ

スナウミ ナナフ シがムロ ミ スナウミ ナナフ シと 同種である 可能性

が指摘さ れている （ 堀越， 2 0 1 2 ） も のの、 分類学的な処置はな

さ れていない。 陸生・ 水生いずれの種も 環境の変化によ っ て絶滅

の危機に瀕し ている 種も 存在する はずであるが、 調査研究の不足

によ っ て評価が難し い状況が続いている 。

（ 林 成多）
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甲殻類掲載種一覧 計1 7 種

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）
・ ハマガニ 計1 種

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）
↑ミ ナミ ヌ マエビ ○キタ ノ スジエビ ○カ ワスナガニ 計3 種

準絶滅危惧（ N T ）
・ ヤマト ヌ マエビ ・ ヒ メ ヌ マエビ ・ ヒ ラ テテナガエビ

・ マメ コ ブシガニ ・ ベンケイ ガニ ○アリ アケモド キ 計6 種

情報不足（ D D ）
・ フ タ バカ ク ガニ ・ シンジコ スナウミ ナナフ シ ・ ニシカ ワホラ ワラ ジムシ

・ ニホン ハマワラ ジムシ ・ ニッ ポン ヒ イ ロワラ ジムシ ・ ニシカ ワハヤシワラ ジムシ

・ シロ コ シビ ロ ダンゴムシ 計7 種

【 記号説明】

・ ： カ テゴリ ー区分変更なし の種（ 1 3 種）

↑： 上位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 1 種）

↓： 下位のカ テゴリ ー区分への変更種（ 0 種）

○： 新規掲載種（ 3 種）

◇： 情報不足から の変更種（ 0 種）

◆： 情報不足への変更種（ 0 種）

【 掲載順の準拠文献等】

　 豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 0 1 9 ） 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性　 エビ・ カ ニ図鑑． 緑書房， 3 3 9 pp , 東京.

　 大澤正幸（ 2 0 2 2 ） 島根県の汽水域の短尾甲殻類　 日本海西岸の汽水域のカ ニたち． 島根大学研究・ 学術情報本部エスチュ アリ ー研

究セン タ ー．

　 唐沢重考・ 川野敬介（ 2 0 1 4 ） 島根県の陸生等脚類． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 7 ): 1 9 -5 4 .
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選定理由

　 県内での生息地域が局所的であり 、 近年確認でき なく なっ た生息地も

ある。 生息数も 極めて少なく 、環境の改変などによる絶滅のおそれがある。

概　 　 要

　 南方系の陸ガニ類。 甲幅5 0 mmほど に達する 大型種。 甲は横に丸み

を 帯びた四角形で、 前後に湾曲する 。 甲の前側縁には2 つの歯があり 、

甲面の中央には深い溝がある。 甲の体色は紫色を帯びた褐色で、 個体に

よっ ては鮮やかな橙色で縁取ら れる。 はさ み脚は大き く 、 鮮やかな紫色

で全体に毛は少なく 、 平滑である。 歩脚は細く 上縁に短毛が密生する。

夜行性で、 河口の汽水域上部付近のヨ シ原や土手などに深い穴を掘っ て

生息し ている。ゾエア幼生は海に放たれ、メ ガロパ期に海岸河口域に戻っ

てく る。 宮城県（ 太平洋側）・ 青森県（ 日本海側） から 南西諸島に分布し 、

国外では、 台湾、 韓国、 中国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 近年、 生息が確認でき ているのは、 県東部（ 松江市、 出雲市） および

県西部（ 益田市） の限ら れた河川のみである。 日本海に面し た河口の汽

水域上部付近にある土手に深い穴を掘っ て生息し ている。

存続を脅かす原因

　 河川改修のコ ン ク リ ート 護岸化によ る生息環境の消失。 堤防や道路建

設による海への移動経路の消失など。

特記事項

　 過去に記録のあっ た県西部（ 浜田市） および隠岐（ 島前） での生息情

報はない。 隠岐（ 島後） は比較的近年まで目撃情報があっ たが、 生息確

認はでき ていない。 また、 まと まっ た生息を確認し ていた松江市の既産

地のひと つは、 護岸改修工事以降、 生息を確認でき なく なっ ている。 こ

れら の生息地は、河川改修で河口域の護岸がコ ンク リ ート 化さ れており 、

生息環境が消失し たと 思われる。 現在も 生息が確認さ れている 河川は、

河口域に泥が堆積し たヨ シ群落があり 、 本種の保全には、 こ のよう な生

息環境を残し ていく 必要がある。 県内の生息地では、 タ ヘイ ガニやタ カ

バガニ、 ダケガニなどの地方名で呼ばれている。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 桑原　 友春）

●参考文献

桑原友春（ 2 0 1 4 ） 島根県沿岸に生息するカ ニ類． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号,（ 1 3 ）：  4 3 -5 9 .

桑原友春（ 2 0 1 9 ） 島根県東部におけるハマガニの記録． ホシザキグリ ーン財団研究報告, （ 2 2 ）：  1 5 8 .

桑原友春・ 山口勝秀・ 中野浩史（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島におけるカ ニ類の分布調査． ホシザキグリ ーン財団研究報告特別号, （ 8 ）：  9 7 -1 0 7 ．

豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 0 1 9 ） ハマガニ． 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性エビ・ カ ニ図鑑： 2 7 0 -2 7 1 . 緑書房， 東京.

上田常一（ 1 9 6 3 ） 山陰地方（ 隠岐群島を含む） 及びその付近海域のカ ニ類について． Resea rches  on  Crusta cea ,（ 7 ）： 2 0 -3 1 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅰ類（ C R + E N ）

ハマガニ
エビ目（ 十脚目） モク ズガニ科

Ch a sm ag n a th u s co n vexu s ( De H aan , 1835)

－
絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

絶滅危惧Ⅰ類
（ CR+ EN ）

選定理由

　 県内の生息域には、 外来の類似種であるシナヌ マエビが広く 侵入・ 定

着し ており 、 生息場所の競合や交雑により 本来の在来系統が失われるお

それがある。

概　 　 要

　 淡水性の小型エ ビ 類。 体長約3 0 mmに達する。 体色は透明な も のか

ら 暗褐色や暗緑色と 様々あり 、 頭胸甲から 尾部にかけて背中に一本の明

るい帯模様が入る個体も いる。 メ スはオスより 体が大き く 、体色が濃い。

湖沼、 ため池、 河川中下流域、 農業水路と 幅広い環境に生息し ている。

一生を 淡水域で生活する 陸封種。 大卵型で、 卵の中で幼生期を 過ごし 、

ふ化後は親と 同じ 姿で底生生活に入る。 日本固有種で、 静岡県から 鹿児

島県にかけて分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部を 中心に分布し 、 河川中下流域や農業水路で確認さ れている。

流れが緩やかで、 水草や川岸の植物が繁茂し た環境に生息する。 こ れま

で県内全域に生息するカ ワリ ヌ マエビ属は在来のミ ナミ ヌ マエビである

のか不明であっ たが、 近年の遺伝子分析調査による結果から 、 県内には

4 つの在来系統が確認さ れた。 隠岐諸島や県東部の斐伊川水系で確認さ

れた系統は、過去の分布では本種の生息が確認さ れていない地域なため、

国内移入の可能性が考えら れる。

存続を脅かす原因

　 外来の類似種と の生息場所の競合や交雑、 農薬や化学物質などによる

水質汚染、 河川改修などによる生息条件の悪化。

特記事項

　 類似種のシナヌ マエビは、 釣り 餌や観賞用と し て流通し 、 遺棄・ 放流

さ れた結果、 全国各地に定着し ている 。 本種と シナヌ マエビと は形態の

細かな違いがある と さ れるが、一般的には見た目での識別が困難である。

現在でも 、 ミ ナミ ヌ マエビと し て販売さ れているエビ類は、 シナヌ マエ

ビなどの外来の類似種の可能性があり 、 飼育で導入する際には野外に放

流や逸出し ないよ う に注意する必要がある。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

●参考文献

林　 成多・ 相馬理央・ 辻井要介・ 桑原友春・ 佐藤仁志（ 2 0 2 4 ） 島根県に生息する 淡水産エビ 類の DN A バーコ ード 領域． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, （ 3 4 ）： 6 3 -7 4 .
林　 成多・ 相馬理央・ 辻井要介・ 桑原友春・ 佐藤仁志（ 2 0 2 6 ） 島根県に生息する 淡水産エビ 類のDN Aバーコ ード 領域II． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, （ 3 6 ）（ 印刷中）．
豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 0 1 9 ） ミ ナミ ヌ マエビ ． 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性エビ ・ カ ニ図鑑： 6 2 . 緑書房， 東京.
上田常一（ 1 9 7 0 ） 日本産淡水エビ 類の研究(改訂増補版).2 1 3 pp . 園山書店, 松江.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

ミ ナミ ヌ マエビ
エビ目（ 十脚目） ヌ マエビ科

N eo ca rid in a  d en ticu la ta  ( De H aan , 1844 )

－
準絶滅危惧
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選定理由

　 県内の生息地は限ら れ生息範囲も 狭い。 生息数も 少なく 、 生息条件の

悪化などで個体群の維持ができ ないおそれがある。

概　 　 要

　 汽水性の小型カ ニ類。 甲幅1 0 mmほど の小型種。 甲は丸みのある 四

角形で、 表面は顆粒が散在し ザラ ザラ し ている。 甲の前側縁には丸みの

ある鈍い歯が２ つある。 はさ み脚は小さ めであるが、 オスの方が太く な

る。 オスの歩脚には軟毛が密生する部分がある。 体色は淡褐色や灰褐色

など様々で、 暗色のまだら 模様がある。 河川の汽水域上部で、 流れのあ

る 砂礫混じ り の川底に生息する。 日本固有種で、 島根県（ 日本海側）・

千葉県（ 太平洋側） から 沖縄県まで分布する。 日本海側の分布は、 島根

県と 山口県のみで、 島根県が日本海側の東限である。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県西部から 県東部の日本海に面する 河川下流域から 河口域で生息が確

認さ れている。 生息地は局所的で生息範囲は狭く 、 生息数も 少ない。 水

のき れいな河川の汽水域上部で淡水の影響がある場所を好み、 河床の砂

礫や転石の下に潜んで生活する。

存続を脅かす原因

　 河川改修、 河床の浚渫、 河口堰の建設などによる生息条件の悪化。 大

き な洪水による河川環境の変化など。

特記事項

　 2 0 1 3 年に日本海側での生息が島根県で初めて確認さ れた後、 いく つ

かの生息地が県内で見つかっ ている。 既産地の生息状況は不安定で、 生

息がほと んど確認でき ない年も ある。 本種はほかの沿岸性のカ ニ類にく

ら べて、 個体群間の遺伝的変異が顕著で、 個々の個体群を保全する意義

が大き いと さ れる 。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 桑原　 友春）
●参考文献

桑原友春・ 林　 成多（ 2 0 1 4 ） 島根県におけるカ ワスナガニの記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, （ 1 3 ）： 1 -5 ．
桑原友春・ 林　 成多（ 2 0 1 5 ） 島根県の益田市でカ ワスナガニを 確認． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, （ 1 8 ）： 6 0 ．
大澤正幸（ 2 0 2 2 ） カ ワスナガニ． 島根県の汽水域の短尾甲殻類　 日本海西岸の汽水域のカ ニたち ： 7 1 -7 3 ． 島根大学研究・ 学術情報本部エスチュ アリ ー研究セン タ ー．
竹本理起（ 2 0 2 2 ） 山口県長門市の潮下帯上部から 陸上で確認さ れたカ ニ類． 豊田ホタ ルの里ミ ュ ージアム研究報告書， （ 1 4 ）： 8 7 -1 0 8 ．
和田恵次（ 2 0 2 4 ） 汽水域のも つ生物的特徴． 河北潟湖沼研究,（ 2 6 ）： 2 3 -2 7 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

準絶滅危惧(N T )撮影者（ 提供者）： 桑原友春

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

カ ワスナガニ
エビ目（ 十脚目） ムツハアリ アケガニ科

Deira to n o tu s ja p o n icu s ( Sakai, 1934 )

ー ー
絶滅危惧Ⅱ類

（ VU ）

選定理由

　 スジエビP . p a u c id en s に近縁な新種で県内にも 生息するこ と が判明し たが、

生息地は県東部の河川に限ら れており 、 生息数も 減少傾向である。

概　 　 要

　 淡水性の小型エビ類。体長6 0 mmほどに達する。体色は半透明で濃褐色のはっ

き り と し た横縞模様があり 、 脚の節々は黄色や橙色になる。 基本的な形態的特

徴はスジエビP . p a u c id en s と 同じ である が、 本種ははさ みの長さ がやや長い

傾向がある。 ただし 、 こ の特徴は小型個体でははっ き り と し ない。 河川の下流

域に生息し 、 海と 川を往き 来する両側回遊型の生活を送る。 国内での分布は北

海道から 兵庫県（ 日本海側）・ 宮城県（ 太平洋側） と さ れているが、 県内の生

息地は日本海側の西限と 考えら れる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県東部の出雲市の河川のみで生息が確認さ れている。 日本海に流入する小規

模河川の下流域から 河口域に分布し ており 、 淵の深みや流れが緩やかで礫や転

石が多い環境に生息する。 出雲市の生息地では過去に本種と 思われる個体が多

く 見ら れたが、 近年は確認でき る個体数が少なく 、 減少し ているこ と が懸念さ

れる。 今後、 新たな産地が見つかる可能性はあるが、 日本海に流入する河川で

はスジエビ類の確認例がも と も と 少ない状況である。

存続を脅かす原因

　 農薬や化学物質などによる水質汚染、 コ ンク リ ート 護岸への改修、 洪水など

による生息環境の悪化。 類似種と の生息場所の競合。

特記事項

　 スジエビには以前から 遺伝的に分化し た2 つのタ イ プの存在が知ら れており 、

湖沼や河川など幅広い環境に生息するタ イ プはAタ イ プと さ れ、 内水面での繁

殖も 可能である。 一方、 河川にのみ生息する 両側回遊型のタ イ プはBタ イ プと

さ れ， 繁殖には海域と のつながり が不可欠である。 2 0 1 9 年に新種記載さ れた

キタ ノ スジエビ はBタ イ プ の中のB-Ⅰ系統であり 、 2 0 2 2 年に出雲市の一河川

に生息する集団が本種と 判明し た。 県東部や隠岐諸島に多く 見ら れるスジエビ

はAタ イ プであり ， いく つかの系統が存在する。 また、 チュ ウゴク スジエビ と

いっ た国外外来種も 県内で確認さ れている。 こ れら の類似種が本種の生息地に

侵入すると 生息場所が競合する可能性があるため注意が必要である。

（ 執筆者： 辻井　 要介）●参考文献

張　 成年・ 今井 正・ 池田 実ほか（ 3 2 共著者）（ 2 018 ） スジエビ Pa la emon  pa uc iden s の2タ イフ゜を判別するためのDNA マーカ ーおよひ゛日本における2タ イフ゜の分布． 日本水産学会誌， 8 4 : 6 7 4 -6 81.
張　 成年・ 柳本　 卓・ 小西光一・ 市川　 卓ほか（ 10 共著者）（ 2 019 ） スジエビ  P a la emon  p a uc idens  のBタ イプにおける遺伝的分化． 水生動物， AA2 019 -11 .
岩根　 響（ 2 0 2 2 ） 島根県斐伊川水系の汽水および淡水環境に生息するテナガエビ科（ 甲殻綱， 十脚目） の分布状況． 島根大学大学院自然科学研究科学位論文．
K a tog i, Y ., Chiba , S., Y ok oy ama , K ., H a ta k ey ama , M., Sh ira i and  S., K oma i, T . (2 0 19 ) A  new  freshw a te r shr imp  species  o f the  g enus P a la emon  W eber , 1 7 9 5  (Decapoda : Ca r idea : 
Pa laemonidae ) from  northea stern  Japan. Zoota x a  4 5 7 6 : 2 3 9 -2 5 6 .
豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 019 ） スジエビ． 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性　 エビ・ カニ図鑑： 9 4 -9 5 .緑書房， 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

絶滅危惧Ⅱ類（ V U ）

キタ ノ スジエビ
エビ目（ 十脚目） テナガエビ科

Pa la em on  sep tem trio n a l is Kato g i, Ch iba , Yo koyam a, H atakeyam a , Sh ira i e t Ko m ai,  2019
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選定理由

　 県内全域に分布するが、 主要な生息環境が河川上流域に限ら れ、 河川

構造物や河川改修の影響を受けやすい。

概　 　 要

　 淡水性の小型エ ビ 類。 体長約5 7 mmに達する ヌ マ エビ 科の中では大

型種。額角は短い。体側に褐色や赤褐色の鎖状または点状の模様があり 、

尾部には青色の斑紋が見ら れる。 遡上能力は高く 、 河川の最上流部まで

遡上する。 海と 川を往き 来する両側回遊型の生活で、 ゾエア幼生は海で

育ち、 稚エビ は河川を 遡上し ながら 成長する。 石川県（ 日本海側）・ 茨

城県（ 太平洋側） から 南西諸島・ 小笠原諸島、 国外ではイ ンド ・ 太平洋

に広く 分布する。 鑑賞用と し てペッ ト ショ ッ プなどで販売さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域の日本海に面する中小規模河川で生息が確認さ れている。 お

も に水のき れいな河川上流域で、 堰下の転石や垂下植物の周辺に生息す

る。 日中は物陰に隠れる習性があるが、 渓流域の樹冠が茂っ た薄暗い環

境では岩肌に多数の個体が見ら れる。

存続を脅かす原因

　 農薬や化学物質などによる水質汚染、 コ ンク リ ート 護岸への改修、 ダ

ムや堰堤の建設などによる生息条件の悪化。 販売目的の乱獲。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

●参考文献

石山尚樹（ 2 0 2 5 ） 2 0 2 4 年に石川県で採捕さ れた淡水性コ エビ 類の記録． 石川県立自然史資料館研究報告， (1 3 )： 9 3 -1 0 1 ．
桑原友春・ 寺岡誠二・ 中畑勝見（ 2 0 2 1 ） 島根県東部における ルリ ヨ シノ ボリ およ びヤマト ヌ マエビの生息確認調査． 2 0 2 0 年度ホシザキグリ ーン財団環境修復プロ ジェ ク ト 報告書：
3 3 -4 1 ．
豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 0 1 9 ） ヤマト ヌ マエビ ． 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性　 エビ ・ カ ニ図鑑： 5 1 ． 緑書房， 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

ヤマト ヌ マエビ
エビ目（ 十脚目） ヌ マエビ科

Carid in a  m u l tid en ta ta  Stim p son , 1860

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 県内全域に分布するが、 同所的に生息するヌ マエビ 類と 比べて生息数

が少ない。 生息範囲が限ら れ、 環境変化の影響を受けやすい。

概　 　 要

　 淡水性の小型エ ビ 類。 体長約2 5 mmに達する。 模様は頭胸甲から 尾

部にかけて背中に一本の明るい帯が入るも のと 、 横縞が交互にあるも の

の2 タ イ プ がある 。 体色は赤褐色や暗褐色など 環境によ っ て変化する。

海と 川を往き 来する両側回遊型の生活で、 ゾエア幼生は海で育ち、 稚エ

ビ は河川に入り 成長する。 新潟県（ 日本海側）・ 千葉県（ 太平洋側） か

ら 南西諸島、 小笠原諸島にかけて分布し 、 国外ではイ ンド ・ 西太平洋に

広く 分布する。 なお、 県内では過去に本種と 形態が酷似するコ テラ ヒ メ

ヌ マエビC. c e le b e n s is  De  Ma n , 1 8 9 2 が記録さ れており 、 近年の遺

伝子分析調査でも 県内には2 系統が見出さ れている 。 し かし 、 厳密に同

定さ れた結果がないため、 今回の改定ではヒ メ ヌ マエビと し て扱っ た。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域の日本海に面する中小規模河川で生息が確認さ れている。 水

のき れいな河川中下流域や河口域で、 岸辺の植物の根元や落葉の堆積す

るよう な環境に生息する。

存続を脅かす原因

　 農薬や化学物質などによる水質汚染、 コ ンク リ ート 護岸への改修、 河

床の浚渫、 ダムや堰堤の建設などによ る生息条件の悪化。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

●参考文献

林　 成多・ 相馬理央・ 辻井要介・ 桑原友春・ 佐藤仁志（ 2 0 2 6 ） 島根県に生息する 淡水産エビ 類のDN Aバーコ ード 領域II． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, （ 3 6 ）（ 印刷中）．
豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 0 1 9 ） ヒ メ ヌ マエビ ． 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性　 エビ ・ カ ニ図鑑： 5 4 -5 5 ． 緑書房， 東京.
上田常一（ 1 9 7 0 ） 日本産淡水エビ 類の研究(改訂増補版). 2 1 3 pp . 園山書店, 松江.
山川宇宙・ 鎗田めぐ （ 2 0 2 3 ） 新潟県佐渡島で採集さ れた北限記録のヒ メ ヌ マエビ ． ニッ チェ ・ ラ イ フ ， 1 1 ： 6 -8 ．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ メ ヌ マエビ
エビ目（ 十脚目） ヌ マエビ科

Carid in a  se rra tiro stris  De M an , 1892

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内全域に分布するが、 生息数はやや少なく 、 ダムや堰堤などの河川

構造物の影響を受けやすい。

概　 　 要

　 淡水性の小型エビ類。別名ヤマト テナガエビ。体長約9 2 m mに達する。

近縁のテナガエビ属の中でも オスは平ら で太いはさ み脚を持ち、 左右の

大き さ が異なる。歩脚も やや太めで全体的にがっ し り と し た印象がある。

体色は茶褐色で腹部中央背面には一本の黒い横帯がある。 頭胸甲側面に

は縦縞や網目模様が見ら れる。海と 川を往き 来する両側回遊型の生活で、

ゾエア幼生は海で育ち、 稚エビは河川を遡上し ながら 成長する。 遡上能

力が高く 、 河川の上流域まで生息する。 石川県（ 日本海側）・ 千葉県（ 太

平洋側） から 南西諸島・ 小笠原諸島、 国外では韓国、 台湾に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域の日本海に面する河川に分布し 、 河川上流から 下流域まで確

認さ れている。 おも に河川上中流域で水のき れいな流れのある環境を好

み、 河床の転石や流木の下などに潜んで生活する。

存続を脅かす原因

　 農薬や化学物質などによる水質汚染、 コ ンク リ ート 護岸への改修、 河

床の浚渫、 ダムや堰堤の建設などによ る生息条件の悪化。

（ 執筆者： 辻井　 要介）

●参考文献

石山尚樹（ 2 0 2 5 ） 2 0 2 4 年に石川県で採捕さ れた淡水性コ エビ 類の記録． 石川県立自然史資料館研究報告， (1 3 )： 9 3 -1 0 1 ．
豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 0 1 9 ） ヒ ラ テテナガエビ ． 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性　 エビ ・ カ ニ図鑑： 8 0 -8 1 ． 緑書房， 東京.
上田常一（ 1 9 7 0 ） 日本産淡水エビ 類の研究(改訂増補版). 2 1 3 pp . 園山書店, 松江.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

ヒ ラ テテナガエビ
エビ目（ 十脚目） テナガエビ科

M acro b ra ch iu m  ja p o n icu m  ( De H aan , 1849)

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 生息条件が悪化し 、 生息数が減少傾向にある。

概　 　 要

　 沿岸性の小型カ ニ類。甲幅約2 0 mmに達する。甲は半球形をし ており 、

表面に顆粒が散在する。 はさ み脚は比較的長大である のに対し て歩脚は

短い。 脚の構造上、 横ではなく 縦にジグザグに歩く 特徴がある。 体色は

明るい褐色や濃褐色など個体によ り 様々ある。 おも に干潟や内湾の比較

的き れいな砂底や砂泥底の潮間帯に生息し ている。 繁殖期には、 オスが

メ スを抱いている姿（ 交尾前ガード ）を見かける。 青森県陸奥湾、山形県・

宮城県仙台湾から 九州（ 鹿児島県）・ 奄美大島に分布し 、 国外では韓国、

中国北部に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 おも に県東部の宍道湖・ 大橋川・ 中海などの汽水域で生息が確認さ れ

ている。 内湾に広がる砂底や砂泥底の潮間帯に生息する。

存続を脅かす原因

　 生息地の人為的改変、 良好な底質環境の減少などによる 生息条件の悪

化。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 桑原　 友春）

●参考文献

大澤正幸（ 2 0 2 2 ） マメ コ ブシガニ．「 島根県の汽水域の短尾甲殻類　 日本海西岸の汽水域のカ ニたち 」： 1 7 -1 8 ． 島根大学研究・ 学術情報本部エスチュ アリ ー研究セン タ ー．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

準絶滅危惧（ N T ）

マメ コ ブシガニ
エビ目（ 十脚目） コ ブシガニ科

Pyrh ila  p isu m  ( De H aan , 1841 )

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 生息条件が悪化し 、 個体数・ 個体群が減少し ている 。

概　 　 要

　 沿岸性の陸ガニ類。 甲幅約3 5 mmに達する。 甲は四角形で表面はな

めら かで、 前側縁には１ つの歯がある。 体色は鮮やかな赤橙色をし てお

り 、 濃淡には個体差がある。 河口域のヨ シ原、 土手、 石垣、 草原などに

生息する。 昼間は巣穴の中や転石、 流木、 ゴミ などの下に隠れ、 夜に活

発に活動する 。 水辺の暗く 湿っ た環境を好む。 冬場は土手などに掘っ た

巣穴の中で冬眠する。 抱卵し たメ スは、 川や海に移動し てゾエア幼生を

放つ。 秋田県（ 日本海側）・ 千葉県（ 太平洋側） から 南西諸島まで分布し 、

国外ではイ ン ド ・ 西太平洋沿岸に広く 分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内全域の日本海に面し た河口域や淡水が流入する海岸で確認さ れて

いる。 土手に掘っ た巣穴や石垣、転石の隙間、ゴミ の下などに生息する。

存続を脅かす原因

　 河川改修やコ ン ク リ ート 護岸化によ る生息環境の消失。 堤防や道路建

設による海への移動経路の消失など。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 桑原　 友春）

●参考文献

桑原友春（ 2 0 1 4 ） 島根県沿岸に生息する カ ニ類． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号,（ 1 3 ）：  4 3 -5 9 .
桑原友春・ 山口勝秀・ 中野浩史（ 2 0 1 3 ） 隠岐諸島における カ ニ類の分布調査． ホシザキグリ ーン 財団研究報告特別号, （ 8 ）：  9 7 -1 0 7 ．
大澤正幸（ 2 0 2 2 ） ベン ケイ ガニ． 島根県の汽水域の短尾甲殻類　 日本海西岸の汽水域のカ ニたち ： 3 3 -3 4 ． 島根大学研究・ 学術情報本部エスチュ アリ ー研究セン タ ー．
豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 0 1 9 ） ベン ケイ ガニ． 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性　 エビ ・ カ ニ図鑑： 2 6 2 -2 6 3 ． 緑書房， 東京.

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

ベンケイ ガニ
エビ目（ 十脚目） ベンケイ ガニ科

Orisa rm a  in te rm ed iu m  ( De H aan , 1835 )

ー
準絶滅危惧

（ N T）

準絶滅危惧
（ N T）

選定理由

　 近年、 県内での生息が確認さ れたが、 生息環境が限ら れ生息数も 少な

い。

概　 　 要

　 汽水性の小型カ ニ類。 甲幅約2 0 mmに達する。 甲は横長の六角形で

平たく 、 横向き に一本の凸状に隆起し た部分がある。 はさ み脚は小さ い

が、 オスはやや太く なる。 体色は淡褐色や茶褐色で、 雌雄と も 腹部は赤

色に色づく 。 内湾の干潟や河口域の感潮域上部に生息する。 北海道から

沖縄県にかけて広く 分布し 、 本州四国太平洋岸、 北海道・ 九州北西岸・

瀬戸内海、奄美大島沿岸の３ つの地域間で遺伝的分化が認めら れている。

国外ではサハリ ン・ 韓国・ 中国・ ベト ナムに分布する 。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では、 県東部の神西湖や河川の河口域において生息が確認さ れて

いる。 周辺にヨ シ原があり 、 水底に砂泥が広がる環境に生息する。

存続を脅かす原因

　 河口堰や防潮堰の建設に伴う 塩分濃度の変化、 コ ンク リ ート 護岸化な

どによる生息条件の悪化。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 桑原　 友春）

●参考文献

桑原友春・ 辻井要介（ 2 0 2 0 ） 島根県における アリ アケモド キの初記録． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, （ 2 3 ）： 7 9 -8 2 ．
大澤正幸（ 2 0 2 2 ） アリ アケモド キ． 島根県の汽水域の短尾甲殻類　 日本海西岸の汽水域のカ ニたち： 6 9 -7 0 ． 島根大学研究・ 学術情報本部エスチュ アリ ー研究セン タ ー．
豊田幸詞・ 関慎太郎（ 2 0 1 9 ） アリ アケモド キ． 駒井智幸（ 監修） 日本産淡水性・ 汽水性　 エビ ・ カ ニ図鑑： 3 2 2 -3 2 3 ． 緑書房， 東京.
和田恵次（ 2 0 1 2 ） アリ アアケモド キ. 日本ベン ト ス学会（ 編） 干潟の絶滅危惧動物-図鑑海岸ベン ト スのレ ッ ド データ ブッ ク ： 2 0 7 ． 東海大学出版会， 東京．

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー撮影者（ 提供者）： 辻井要介

準絶滅危惧（ N T ）

アリ アケモド キ
エビ目（ 十脚目） ムツハアリ アケガニ科

Deira to n o tu s crista tu s  ( De M an , 1895 )

ー ー 準絶滅危惧
（ N T）
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選定理由

　 県内における分布は局所的で、 生息に関する情報が少ない。

概　 　 要

　 南方系の陸ガニ類。 甲幅約2 9 m mに達する。 甲は四角形で、 フ タ バ

の名前の通り 前側縁には眼窩外歯を 含めて2 歯ある。 甲は褐色で、 甲面

には短い毛が散在する。 はさ み脚は黄色みを帯び、 爪の上側には顆粒が

並ぶなどゴツゴツし た印象がある。 マングローブ林、 河口域のヨ シ原や

草地などに生息する。 島根県（ 日本海側）・ 千葉県（ 太平洋側） から 南

西諸島まで分布し 、 日本海側では山口県と 島根県でのみ記録がある。 国

外では、 イ ンド ・ 西太平洋に広く 分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では県東部（ 松江市） と 隠岐島後において生息が確認さ れている。

日本海に面する河川の河口域周辺や港内などで、 淡水が流入する用水路

やその周辺の石垣などに生息する。

存続を脅かす原因

　 生息条件の悪化など。

（ 執筆者： 辻井　 要介・ 桑原　 友春）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

ー

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 島根県立宍道湖自然館

情報不足（ D D ）

フ タ バカ ク ガニ
エビ目（ 十脚目） ベンケイ ガニ科

Pa ra sesa rm a  b id en s ( De Haan , 1835)

ー
情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

桑原友春（ 2 0 1 1 ） 島根県松江市の境水道で採集さ れたフ タ バカ ク ガニ． ホシザキグリ ーン 財団研究報告，（ 1 4 ）： 2 6 2 ．
大澤正幸（ 2 0 2 2 ） フ タ バカ ク ガニ． 島根県の汽水域の短尾甲殻類　 日本海西岸の汽水域のカ ニたち： 3 5 -3 6 ． 島根大学研究・ 学術情報本部エスチュ アリ ー研究セン タ ー．

選定理由

　 県内では大橋川を含む宍道湖のみで確認さ れている 。 汽水域を主たる

生息域と する 種と みら れるが、 生活史や生息状況は不明な点も 多い。

概　 　 要

　 宍道湖を タ イ プ 産地と し て 記載し た汽水性の等脚類。 体長約1 0 －

2 0 mm。 体は円筒形で、 体長は体幅の1 1 .5 倍。 第1 胸脚のみが亜鋏状

である 。 目を 有し 、 第1 小顎先端の歯の数が少なく 、 顎脚第２ 節の長い

剛毛を欠く こ と などで他種と 区別でき ると さ れる。 本種は宍道湖固有種

と さ れるが、 ムロ ミ スナウミ ナナフ シと 同一の種である可能性が指摘さ

れている。 宍道湖での個体数は少なく ないが、 本種を対象と し た生態等

の知見が少なく 、 分類学的な位置づけも 含めた詳し い検討が望まれる。

県内での生息地域・ 生息環境

　 大橋川を含む宍道湖の砂質底。

存続を脅かす原因

　 宍道湖、 と り わけ底質の環境変化。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

シンジコ スナウミ ナナフ シ
ワラ ジムシ目（ 等脚目） スナウミ ナナフ シ科

Cya th u ra  sh in jiko en sis  N u n om u ra , 2001

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

堀越彩香（ 2 0 1 2 ） 東京湾の干潟に生息する ムロ ミ スナウミ ナナフ シ（ Cy a th u ra  m u rom ie n s is ） の分類およ び生態学的研究． 2 8  pp . 東京大学学術機関ディ ポジト リ ．
松田烈至・ 瀬戸浩二・ 園田 武・ 山口啓子（ 2 0 2 3 ） 大雨及び出水が宍道湖の底生生物群集に及ぼす影響． La g una , 3 0 : 3 1 -4 6 .
N unomu ra , N .（ 2 0 0 1 ） A  new  spec ie s  o f th e  g enus Cy a th u ra （ Crusta cea : Isopoda ） from  the  La k e  Sh in j i-k o , Sh ima ne  P re fec tu re , w este rn  J a p a n . Bu ll. Toy a ma  
Sc i. Mus ., (2 4 ): 1 9 -2 3 .

選定理由

　 大田市の石見銀山遺跡と 大森町の間の廃鉱のみで記録さ れている た

め。

概　 　 要

　 体長3 .3 ー4 .8 mm。 頭が狭く 、 体の最大幅の半分程度。 色素を完全に

欠き 、 体は白色。 眼を欠く 。 丸く なるこ と ができ ない。 顎脚やオスの腹

肢の形態などから 他種と 区別でき る。 タ イ プ産地のみから 記録さ れてい

る。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 8 4 年9 月5 日に大田市の石見銀山遺跡と 大森町の間に位置する 廃

鉱で採集さ れた個体が知ら れているのみである。

存続を脅かす原因

　 生息環境等が把握さ れていないため、 不明。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ニシカ ワホラ ワラ ジムシ
ワラ ジムシ目（ 等脚目） ナガワラ ジムシ科

H ylo n iscu s n ish ikaw a i  N un om u ra, 1990

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

N un om u ra , N .（ 1 9 9 0 ） Stud ie s on  th e  te rre str ia l isop o d  c ru sta c ea ns  in  J a p a n  V . Ta x o no my  o f th e  fa m ilie s  A rm a -d illid iid a e , A rma d ill id a e  a nd  Ty lid a e , w ith  
ta x onom ic  supp lemen ts to  some  o the r fa m ilie s . Bu ll. Toy a m a  Sc i. Mus ., (1 3 ): 1 -5 8 .
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選定理由

　 自然度の高い海岸に生息し 、開発等の影響を受けやすい種であるため。

概　 　 要

　 体長5 .5 mmまで。 体色は赤紫色。 幅広く 平たい体形で、 丸く なる こ

と ができ ない。 頭部前縁中央の突起が尖るこ と が本種の特徴の一つであ

るが、 松江市や出雲市から の記録は、 酷似し た別種であるこ と が判明し

ている。 自然海岸の砂利のたまっ たと こ ろ や、 転石海岸の適当な湿り 気

のある飛沫帯に生息する。 日本全国に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では隠岐（ 島後） で記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 自然海岸の環境変化。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ニホンハマワラ ジムシ
ワラ ジムシ目（ 等脚目） ウミ ベワラ ジムシ科

Arm ad il lo n iscu s ja p o n icu s N u n om u ra , 1984

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

唐沢重考・ 川野敬介（ 2 0 1 4 ） 島根県の陸生等脚類． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 7 ): 1 9 -5 4 .
N unomu ra , N .（ 1 9 8 4 ） Stud ie s  on  the  te rre s tr ia l c ru sta cea ns in  J a pa n  II. Ta x onom y  o f th e  fa m ily  Scy pha c id a e . Bu ll. Toy a m a  Sc i. Mus., (6 ): 1 -4 3 .

選定理由

　 自然度の高い海岸に生息し 、開発等の影響を受けやすい種であるため。

概　 　 要

　 体長5 mmまで。 体色は赤褐色。 丸く なる こ と ができ ない。 体は楕円

形で、 長さ は幅の約2 .6 倍。 近縁種と は尾節板の形態や尾肢の相対的な

長さ により 区別さ れる。 岩礁または砂利の自然海岸で、 適当な湿り 気の

ある飛沫帯にのみ生息する。 日本全国、 および韓国に分布する。 本種に

似た別種（ Litto ro p h ilo sc ia  lin e a ta ） も 海岸に生息し ている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 県内では松江市、 出雲市（ 宍道湖を 含む）、 およ び隠岐（ 島後） で記

録さ れている。

存続を脅かす原因

　 自然海岸の環境変化。

（ 執筆者： 林　 成多）

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

－

環境省カ テゴリ ー

ー
撮影者（ 提供者）： 公益財団法人ホシザキグリ ーン財団

情報不足（ D D ）

ニッ ポン ヒ イ ロワラ ジムシ
ワラ ジムシ目（ 等脚目） ヒ メ ワラ ジムシ科

Litto ro p h i lo scia  n ip p o n en sis N u nom u ra, 1986

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

唐沢重考・ 川野敬介（ 2 0 1 4 ） 島根県の陸生等脚類． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 7 ): 1 9 -5 4 .
N u nom u ra , N .（ 1 9 8 6 ） Stu d ie s  on  th e  te r re s tr ia l iso po d  c ru-sta c ea n s in  J a p a n . III. Ta x on om y  o f th e  Fa m ilie s  Sc y p ha -c id a e （ co n tin u ed ） , Ma r in o n isc id a e , 
H a loph ilo sc iid a e , P h ilo sc iid a e  a nd  On isc id a e . Bu ll. Toy a ma  Sc i. Mus .,（ 9 ） : 1 -7 2 .

選定理由

　 松江市枕木山が基準標本産地で、 分布が山陰地方に限ら れるため。

概　 　 要

　 体長6 .7 mmまで。 生時の体色は白または薄い褐色。 丸く なる こ と が

でき ない。 胸部腹節と オスの第７ 胸肢腕節の形態などによっ て近縁種と

区別でき る。 森林内の土壌リ タ ー中に生息する。 山陰地方（ 鳥取県、 島

根県、 山口県） に分布する。 分類学的な位置づけについては、 今後変更

さ れる可能性が示唆さ れている。

県内での生息地域・ 生息環境

　 松江市、 雲南市で記録さ れている。

存続を脅かす原因

　 生息地の森林、 特に林床環境の変化（ 乾燥化など）。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

中国地方固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

ニシカ ワハヤシワラ ジムシ
ワラ ジムシ目（ 等脚目） ト ウヨ ウワラ ジムシ科

Ag n a ra  n ish ikaw a i （ N u n om u ra , 1987）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

唐沢重考・ 川野敬介（ 2 0 1 4 ） 島根県の陸生等脚類． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 7 ): 1 9 -5 4 .
N u nom u ra , N .（ 1 9 8 6 ） Stu d ie s  on  th e  te r re s tr ia l iso po d  c ru-sta c ea n s in  J a p a n . III. Ta x on om y  o f th e  Fa m ilie s  Sc y p ha -c id a e （ co n tin u ed ） , Ma r in o n isc id a e , 
H a loph ilo sc iid a e , P h ilo sc iid a e  a nd  On isc id a e . Bu ll. Toy a ma  Sc i. Mus ., (9 ): 1 -7 2 .
布村　 昇（ 2 0 2 2 ） ニシカ ワハヤシワラ ジムシ． レッ ド データ ブッ ク と っ と り 第３ 版 2 0 2 2 : 1 7 4 .
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選定理由

　 隠岐（ 島後） 固有種と 考えら れるため。 生息の記録を含め、 原記載以

降の情報が無い。

概　 　 要

　 体長約4 ー6 mm。 色素を 欠き 、 体は白色。 丸く な る こ と がで き る 。

体色と オスの第1 腹肢およ び第2 腹肢の形態で他種と 区別でき る 。 隠岐

（ 島後） に分布する。

県内での生息地域・ 生息環境

　 1 9 8 4 年8 月2 1 日に、 隠岐島後の鷲ヶ 峰で採集さ れた個体が知ら れて

いるのみである。

存続を脅かす原因

　 生息地の森林、 特に林床環境の変化（ 乾燥化など）。

（ 執筆者： 林　 成多）

N o  Im ag e

カ テゴリ ー区分

2 0 0 4 2 0 1 3 /2 0 1 4 2 0 2 6

島根県固有評価

島根県固有種、 基準標本産地

環境省カ テゴリ ー

ー

情報不足（ D D ）

シロコ シビロダンゴムシ
ワラ ジムシ目（ 等脚目） コ シビロダンゴムシ科

Ven ezil lo  a lb u s （ N u n om u ra , 1990）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

情報不足
（ DD）

●参考文献

唐沢重考・ 川野敬介（ 2 0 1 4 ） 島根県の陸生等脚類． ホシザキグリ ーン 財団研究報告, (1 7 ): 1 9 -5 4 .
N un om u ra , N .（ 1 9 9 0 ） Stud ie s on  th e  te rre str ia l isop o d  c ru sta c ea ns  in  J a p a n  V . Ta x o no my  o f th e  fa m ilie s  A rm a -d illid iid a e , A rma d ill id a e  a nd  Ty lid a e , w ith  
ta x onom ic  supp lemen ts to  some  o the r fa m ilie s . Bu ll. Toy a m a  Sc i. Mus ., (1 3 ): 1 -5 8 .
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